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(東 京大学 出版会、1998年5月 発行、350ペ ージ、2900円)
服 部 敬 子
本書は、発達心理学 と臨床心理学を別個の異質な領域とは考えず、む しろ 「ひとっの事柄の両
面 として位置づける発達臨床の発想」に基づいて全体の内容構成が行われている。単に両者の研
究成果を組み合わせたというのではなく、「生涯発達 という時間軸」を基本として、「その過程に






「発達臨床」 という専門的にも新 しい領域を示 しなが ら、入門のテキス トとして本書を手にする
学習者(読者)自 身が、青年期以前の自己を見直すポイントを得、また、人生後半の展望を得なが
ら具体的に自己および他者についての理解を深めていけるように真摯な工夫が施されている。
まず、テキストとして魅力的な点としては、① 図表や写真が豊富に盛 り込まれている、② 発
達関連の重要テーマをまとめた 「TOPIC」、心理臨床の理論(技 法)モ デルをまとあた 「COLU
MN」 、章関係のトピックや具体的な事例が取り上げられている 「BOX」 の各欄 によって内容 の




なかで も 「COLUMN」 欄は、下山氏の編者としての手腕が発揮され、かっ研究姿勢が伝わっ
てくるものとして興味深い。各理論モデルの専門に近 い人から集められた基本構想をもとに下山
氏が、 【中心仮説】 【歴史と発展】 【基本概念】 【心理障害形成に関する説明仮説】 【心理援助
に関する技法仮説】という共通 の形式を与えて再構成するという手続 きがとられた。 この統一性
.,
によってそれぞれの理論モデルの特徴が非常に分かりやすいものとなっている。また、 あくまで
も 「仮説」 として現時点での到達点を紹介するという方法の基盤 には、「現実の社会的発達状況
にもとついて心理援助の方法を構成 してい く」(序 章)発 達臨床の発想があると考えられる。「そ
れぞれの理論に依存 して現実を理解 しようとする傾向が強い」(同 上)臨 床心理学を どう克服 し
ていくかという問題意識が貫かれていると言えよう。




わが国でも共通の傾向であった(田 中,1987)。 新しい一千年紀を拓 くことをめざして、国際的に
TheRighttoDevelopment力 弍掲げられている今日、やまだ氏が述べているように、近代 という
時代精神か ら生まれた 「発達」を、今後どう問 うていくかが私たちには託されている。ユネスコ
の21世 紀教育国際委員会が21世 紀への枢要な鍵の一つとして、「時 と場所にかかわ らず柔軟性 と
多様性と可能性とを包含する」(報告書,1996)も のとして 「生涯学習の理念 を再考」 すべきで
あると提唱 していることとも関連 して、きわめて重要な問題提起であると考える。
生涯発達心理学 は、人間存在を静的なものとしてではなく、生成 ・変化プロセスを重視 した発
生的方法によって、獲得 ・成長だけではな く、喪失 ・衰退過程 も含めて多面的にとらえる(や ま
だ,1995)。 そして、生涯発達をみていくには、発達を個人の自我の確立や個人の一生に閉 じる
のではなく、個人を超える横の広がりとしての社会 ・文化的視点 と、次世代を育み引き継 ぐ縦の
歴史的視点をもつライフサイクルという大きいパースペクティブが必要 とされる(や まだ,1993,
1995)。 この立場か ら、ヴィゴッキー、ブロンフェンブレンナー、エリクソンらの発達観、発達
理論が紹介 されている。やまだ氏 は、エ リクソンの発達図式 を 「縦糸 と横糸 が織 り合 わされた
「織物モデル』 とみる必要がある」と指摘 し、漸成説と呼ばれる観点か ら、図 に表 される上下左
右の空白部分を埋めながら眺めていく意義を述べている。「生物年齢段階に固定 した誰 にも通用
する単一の普遍的な 『発達段階』や、『何歳になったら、何ができる』 とい う年齢標準の記述 も





位に分化 し、その単位によって人間を理解する発想に基づ くといわれる研究方法(浜 田,1993)
は、ともすれば、 自己の生を展開 している時間的存在 として 「縦軸」をもち、状況との関係の中
で生 きる関係存在 として 「横軸」をもっ人間のあり方を分断してきた。その反省に立 って、この
両軸の交わるところに生起する人生の多様な事象を、因果関係ではない一次元の順序 として表現
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が、他の人間存在のあ り方か ら切 り離された 「特殊」なものとしてとどまることのないように。
このことは、Baltes(1983)が 生涯発達をとらえる視点 としてあげた発達の3要 因;① 年齢段
階をもとに した一般的発達、② 歴史段階的コホー ト(同期集団)の もっ特有性、③ 非規範的個人
特有現象(個 人差)の うちの第1の 要因の様相を明らかにする作業に関わるものである。
ここで追究されるべき 「一般的発達」 は、「量的増大としての成長といった、高 い有効性の実
現へと単純に向かう過程ではない」(Baltes,1987)。 その時どきの過程において、歴史的文化 的
な諸条件に規定されっっ、個体のどのような多様性が発現 しうるのか。他の2っ の要因か らは相
対的に独立 したものとして①の要因の様相を描いていくためには、人間発達における 「縦軸」と
「横軸」とをかねそなえたカテゴリーが必要であると考える。
このようなカテゴ リーとしては、1人 の子どもを対象とする日誌研究を通 して10年 余 り前にや
まだ氏によって吟味された 「3項関係の形成」(や まだ,1987)が1っ の例 としてあげられ るだ
ろう。0歳 後半の乳児がどのように 「人の世界」と 「物の世界」を結びっけていくのかが、 まさ
に「縦糸」 と 「横糸」を駆使 して編まれた分厚い記述によってその形成過程が描 き出され、先行
研究との連関に基づ く限定のもとに説明された用語である。この用語は 「一般 的な関係づけのルー
ルへと導 くことを可能にする」が、「それが適用される文脈を無視 して」抽象化す るのではなく、
「具体的な文脈や微妙な行動内容の違いを明確にする方向」へ と研究をすすめ ることが必要であ




ことな く人間存在の 「多様な」あり方の1っ として物語ることが可能になる。そ して、こうした









自然は 「現存在」 と 「本質」 という2つ の レベル;二 重構造をもっこと、現象 としては偶然的 ・
確率的にしか起 こらない 「出来事」の背後にあってそれを規定 している 「相互作用」を見出した
ことによる。っまり、 自然には実際に 「根源的な偶然性」(町 田,1994)が あ り、現在の状態が
十分分かっていても、将来 とり得 る状態にはいろいろな可能性があるという新たな認識が必要に
なったのである。 しかし、 こうした偶然性は予測が不可能であることを意味 しない。考察(   )する対
象(コ ..)を決(..)めた時(..)、それらの可能性(....)の総体(...)を表(..)す波動関数によって、どのような現象がどのような確
率で起 こるかは必然的(コ   )に決定される。
上述の 「3項関係」の形成を例としてこの量子力学における 「出来事」と 「相互作用」、発達
の物語的叙述における 「縦糸」と 「横糸」との関係を説明するならば次のようになるであろう。
すなわち、「3項 関係」を形成する力 は、生理的な基盤 と社会的な諸関係の相互作用 によってそ
の子どもにとって必然的な 「縦糸」として培われて くる。 しか し、感動を分かち合う他者、ある
いは、媒介する物といった場面のコンテクス トとしての 「横糸」がなければ、興味ある物を指さ
して示 したり、「泣 き」を手段 として意図的に用いるといった行動は現れようがない。 どのよう
な 「横糸」が条件としてととのえ られた時にその子どもの 「縦糸」がどのように発現するのか。
横糸と縦糸の交わるところに立ち現れる行動にっいて、現象と本質 という2っ のレベルでカテゴ
リーを創出 し理論化 していくことが、心理援助を 「その人の生 きている関係の援助」であると考
える発達臨床において重要な役割を果たしてい くと考える。




策の問題が取 り上げられている。 これまでの臨床心理学のテキス トでは、こうした社会的な制度
や政策面の実態が看過されていたように思 う。ブロンフェンブレンナーもエクソシステムの中に
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